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　学校ボランティアの活動は基本的に二つに分
類される。一つは授業に入り担任の先生の手伝
いとして机間指導やプリントの丸付けなどをす
る活動。もう一つは校務の先生とともに校内の
整備を行う活動である。以上が学校ボランティ
アの基本的な活動だが，ボランティアに入るタ
イミングによっては学校全体で行う特別活動に
立ち会うこともできる。
　今回の学校ボランティアで，私は避難訓練に
立ち会う機会に恵まれた。しかし，その訓練は
私が小学校時代に経験したものとは決定的に異
なるものであった。そして，その訓練から昔と
今の教育現場(社会環境)の変化について考え
させられた。
　周知のとおり，避難訓練とは普段と異なる特
殊な状況下において，自分の命を守るために行
う訓練である。当然，訓練では「普段と異なる
特殊な状況」が想定され，その状況に適切に対
処するよう訓練が行われる。想定される「普段
と異なる特殊な状況」として「地震」と「火事」
が挙げられる。この二つを想定した避難訓練は
誰もが経験することであり，学校をはじめ企業
でも定期的に行われる。また，私は経験したこ
とはないが，海岸沿いの学校なら「津波」を想
定した避難訓練も行われるであろう。
　しかし，今回小学校で行われた避難訓練は
「地震」や「火事」を想定したものではない。
また，「津波」を想定したものでもない(そも
そも土屋小は地理的に津波の心配をする必要は
ない)。今回想定された「普段と異なる特殊な
状況」とは，『不審者の侵入』である。『不審者』
が想定された避難訓練を私はここで初めて経験
することとなった。
　『不審者避難訓練』には地震や火事を想定し
た避難訓練とは異なる特徴を多く見ることがで
きた。例えば，避難訓練にはつきものの「お・
か・し・も」。この『し』に，不審者を想定し
た特徴がみられた。当然ながら，『お』は「押
さない」，『か』は「駆けない」，『も』は「戻ら
ない」である。『し』は地震や火事を想定した
避難訓練では「喋らない」である。不審者を想
定したこの避難訓練でも「喋らない」はもちろ
ん当てはまるが，『し』にはもう一つ，「静か
に」という意味があった。喋らないことで不審
者にこちらの位置情報を与えず，そうして，静
かにすることで周囲の状況を的確に判断し，避
難する。校舎から避難した後の対応も，地震や
火事を想定したものと不審者を想定したもので
違いがみられた。地震や火事を想定した訓練で
は，校舎から出た後に校庭の中央に集合してい
た。しかし，不審者避難訓練では不審者が校舎
外に出て追ってくることを想定し，校外にすぐ
に逃げられるように門の近くに集合するように
していた。また，教職員は教室掃除用の長い箒
や椅子など，不審者に対抗するための何かしら
を持った上で，児童を誘導していた。
　私がこれまで経験した避難訓練は小・中・
高・大学時代を通して地震や火事(炎)といっ
た「自然的脅威」に対するものであった。しかし，
2001年6月8日に起きた附属池田小事件をはじ
め学校に不審者が侵入するという事件が起きる
ようになり，「人的脅威」に対する訓練も必要
になったと考えられる。文部科学省も『学校へ
の不審者侵入時の危機管理マニュアル』を公開
している。
　今までの経験により，教職員には地震や火事
(炎)といった「自然的脅威」に対する心構え
や知識が必要であり，そして児童の安全を守る
責任があると感じていた。また，今回のボラン
ティアの経験から，それらの他に不審者による
「人的脅威」から児童を保護する覚悟と勇気が
必要であること，そして教職員同士の連携の重
要性を学んだ。
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　学校ボランティア演習として，土屋小学校で
5月から7月まで活動させてもらった。活動内
容は主に授業のサポートで，時々それ以外にも
運動会の手伝い，校外に出ての伐採活動，地図
作りなどの雑務も行った。授業は算数や体育の
サポートをすることが多く，ただ見守るだけで
授業が終わってしまうこともあった。しかし，
それでも問題の答え合わせや問題が解けない児
童に対しては解法を導いてあげるなど，授業を
通して児童と多く関わった。授業以外でも，休
み時間は児童と一緒になって遊び，給食の時間
では様々な話をし，たくさんの交流を図ること
ができた。
　今回の活動を通して，教えることの難しさと
いうものを感じた。単純に教えると言っても，
「相手に理解させる」といったことだけでなく，
どこまで教えるべきかの見極めや児童の考えを
引き出すようなアドバイスの出し方など，考え
させられることが多くあった。
　例えば算数の授業で，問題が解けない児童が
いた。ヒントを与えようと声をかけたところ，
「全然分かんない」と言うばかりで，こちらの
言うことに聞く耳を持ってくれなかった。その
児童は問題を解く気が失せてしまっていたらし
く，こちらとしてもお手上げ状態だった。こう
いう場合，教える側として，どのように対応す
ればいいのか分からず，とても苦労した。また，
自分の意見をはっきりと言えないようなおとな
しい子の場合だと，こちらの言うことにいま一
つ分かりやすい反応を見せてくれず，本当に理
解できているのか心配になるときもあった。
　国語の授業では，児童に作文を書かせること
があった。自由作文だったが，児童に「この続
きに何を書けばいい？」と聞かれたとき，言葉
に詰まってしまった。単純にこちらが考えた文
章をそのまま書かせても意味がないだろうし，
児童がどんな経験をしてどんなことを思ったの
かが分からないので，何と答えればいいか分か
らなかった。解法が決まっている算数と違って
表現の仕方がいくらでもあるような問題は，児
童の立場となって考えるなどして工夫が必要だ
と感じた。
　また，児童と砂場で遊ぶ機会があった。砂の
山を作ることになったとき，こうすれば山が
もっと高くできるとか，形を整えるにはこうし
たらいいとか，何か意見を出そうとも思った。
しかし，一生懸命に試行錯誤しながら山を作っ
ている児童を見ていると，意見を言うことにた
めらいを感じた。ここで何か意見を出したら児
童の発想の邪魔になるのではないか，児童のた
めにならないのではないかと思えた。このよう
なところにこそ教えることの難しさを感じる。
　こちらの言葉が児童にとってどのような影響
を与えるかを考えると，どうしても慎重になっ
てしまう。自分にとっては何気ない一言であっ
ても，子どもにとっては忘れられない一言にな
るかもしれない。そのため，無責任な発言はで
きないと強く思う。もっとうまく児童と交流し
ていくためには，より多くの経験を積む必要が
あると感じた。このボランティア活動は，その
第一歩として，とても貴重な体験だったと思
う。この経験をしっかりと次に活かしたい。
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　5月から7月の水曜日と木曜日の週2日，2時
間目の始まる9時半から下校時間の15時半まで
土屋小学校で学校ボランティアをさせていただ
きました。1日の主な活動内容は毎回訪問時に
教頭先生より，採点や体育の授業の監視などの
授業補助，また運動会や音楽発表会などの行事
が行われていたため，練習にも参加するよう
言われました。
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　私は教職の授業を履修する上で模擬授業を行
うのですが，教師を目指している理由が “教え
ることが得意だから”ということではないので，
人に教えるということは想像していたより難し
いと感じました。今まで数回授業を行いました
が，私が思うような授業というものを作れてい
ませんでした。今回ボランティアに参加した理
由も“先生方がどのような授業を行っているか”
を観ることが目的のひとつで，数名の先生の授
業に参加させてもらいました。しかし，実際に
私が行う授業で活かせることがあったか考える
と，はっきりとした答えは出せず，何を得られ
たのか曖昧でした。
　ボランティア期間中に大学の授業で模擬授業
をする機会がありました。私は普段通り指導案
や板書案などの授業の構想を練っていると，そ
れまでとは異なる自分自身の考え方の変化にふ
と気づきました。以前の私は，指導案は提出３
日前から作成を開始し，板書計画に関しては無
いに等しく，実際に黒板を使っての事前の授業
構成などしたことがありませんでした。そのた
め，新しい単元をどのように習得させるかに手
一杯で，重要な部分だけを説明して生徒役の学
生の考えを引き出すという発想は全くありませ
んでした。しかし，そんな私が模擬授業の１週
間前までには指導案，板書計画，そして授業構
成を作り終え，なにより“生徒中心の授業”を
作ろうと心がけるようになりました。「児童が
自ら意見を発せられ，教える側も児童は何が
わからないのかを学べる授業を作りたい。」―
何が自分にそのような変化を与えたのか改めて
じっくり考えてみると，ボランティアで観たあ
る先生の授業に自然と影響されているのではな
いかということに気付きました。
　算数の授業でのこと，その先生は基本的に指
導書を見ず，授業開始後黒板に身体を向けると
数十秒悩んでから問題を板書していきます。そ
の問題の内容も教科書に載っているものではな
く，明らかに児童の身近にある想像しやすいも
ので，また多少算数に関係のないエピソードも
織り交ぜて常に児童の関心が先生の発言に向く
ような授業を行っていました。そのような授業
なので，ほぼクラス全員が我先にと発言してい
ました。そのため，授業スピードが遅れてしま
うのではないかと気にしながら何度かその先生
の授業を拝見させていただきました。しかし，
1単元を1回の授業で終えているようで，その1
回でどれだけ印象づけ，内容を習得させるかの
工夫が毎授業で観られました。実際に私も模擬
授業で生徒の発言を聞くことのできるような授
業展開をしたところ，生徒側の視点から見える
疑問点を教師側からも見つけることができまし
た。しかし，児童の発言が増えるということは
その発言をまとめる力量も必要とされ，先生の
ように与えられた1時間で生徒の意見をまとめ，
1単元を終えることは私の授業ではできません
でした。生徒役側の意見としても，「授業自体
は生徒が楽しめて，かつ生徒の意見を聞こうと
していてとても良い。でも生徒の発言を聞くこ
とを意識しすぎて，多くの意見が出た時にまと
めることがまだまだできていない。」などの指
摘を受けました。それは私自身も授業中に感じ
ていたことで，生徒が意気揚々と意見を述べる
ところまではボランティア先の先生と大差ない
とは思えたのですが，なかなかまとめに入るこ
とができず苦悩してしまい，結局その授業はま
とめられずに終わってしまいました。今回はこ
のような結果でしたが，ボランティアで得られ
たことはとても多く，今後の教師人生の基盤と
なる貴重な経験をさせていただきました。
　たくさんの大切なことを教えてくれた土屋小
学校の児童および先生方には本当に感謝してい
ます。3ヶ月間ありがとうございました。
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　私は土屋小学校に毎週木曜日に行きました。
給食を1年生の教室で児童たちと食べ，昼休み
一緒に校庭に出て遊び，そのあとは1年生だけ
でなく高学年の教室にお邪魔することもありま
した。基本的には授業の補助ということで，作
業が進んでいない児童や困っている児童の手助
けをしました。
　今回のボランティアを通して，主に児童との
触れ合いについて印象深かった出来事を通して
感じたことをまとめていきたいと思います。
　まず，初めてボランティアに行った日，給食
を1年生の教室で食べた後，昼休みはわくわく
タイムということで，縦割りグループ対抗の
ゲームを体育館でしました。ほとんど顔も知ら
ない子たちなので給食の時間も何を話したらい
いのかもわからず，昼休みもただ立っているだ
けという状況でした。しかし，去年土屋小学校
のりんどう祭で私がピアノを弾いていたこと
を覚えてくれている子がいて，「ピアノのお姉
さん」と声をかけてくれました。たまたま，り
んどう祭のときと同じ格好をしていたことがよ
かったのかもしれないですが，覚えてくれてい
たことだけでもとても嬉しかったです。それか
らは少し緊張もほぐれて他の児童とも会話がで
きるようになりました。
　授業に入らせていただいたときにすごく思っ
たのは，児童の発想力です。図工の授業に何度
か行きましたが，みんなそれぞれの発想で作品
を作り上げていて，ただ木材をボンドや釘で
くっつけて組み合わせるだけでも個性が出てい
て面白かったです。絵を描くときも何を描いて
いるのか聞くと，「これは○○で，こっちは□
□」という風にとても楽しそうに説明してくれ
る子がたくさんいました。教師側からすると何
を表現しているのか理解しがたいこともあると
思うのですが，それを否定してしまうのはよく
ないと思います。児童が必死に膨らませた想像
を壊さないように対応していくのが教師として
大事なことだと思いました。今回のボランティ
アではありませんが，実際に自分の作品を否定
されて自信を無くしてしまった子も，見たこと
があります。子どもらしい想像・発想を潰さな
いように気を付けたいと思いました。
　次に，道具を使う際に気をつけなければいけ
ないと思ったことです。１年生の生活科の授業
へ行くことが多かったのですが，虫を捕まえる
ために虫捕り網を持っていくことがありまし
た。柄がとても長く，小学生が持つとふらふら
してしまいます。男の子はふざけて振り回すこ
とが多く，そのたびに危ないからと注意をして
いたのですが，長い柄が女の子の顔にぶつかり
泣いてしまいました。男の子は小さい声で何回
も謝っているのですがまったく許してもらえず
…。こういうときの対処をしたことがなかった
のでとても困りました。とりあえず男の子にも
う一度しっかり謝らせて，女の子を説得し，そ
の時間は終わりました。どう慰めたりなだめた
りすれば児童の機嫌をそこなわないのか，私の
中で新たな課題が生まれました。ただ，道具を
使うときは児童に注意をはらって使い方もしっ
かり指導していかないといけないと改めて思い
ました。当たり前のことかもしれませんが，児
童は何をするかわかりません，信じてあげるこ
とも大事ですが安全を第一に考えたいです。
　今回のボランティアで初めて長い時間小学生
と過ごし，小学生の素直さを感じました。実際
に現場に入るという貴重な体験ができました。
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　私は，2014年5月～ 7月の期間で，平塚市立
土屋小学校の小学校ボランティアに参加しまし
た。毎週金曜日の9時30分から13時10分の時
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間帯で，計10回の活動でした。活動内容は，2，3，
４時間目の授業サポートとして，主に算数や音
楽の授業の補助に入ったり，授業見学をしたり
しました。また，1年生の教室で児童たちとと
もに給食を食べ，そのあと一緒に清掃活動をし
てきました。5月31日には，小学校の運動会も
あったため，運動会もボランティアとして参加
してきました。
　今回のボランティアを通して，子どもたちを
程よくサポートをし，見守ることの大切さを学
びました。そして，活動に参加することで，改
めて自覚させられることが多く，私にとって当
たり前になっていることが，先生側に立つと変
わることに気づかされました。
　子どもたちを程よくサポートをし，見守るこ
との大切さを特に考えさせられたのは，運動会
の練習の補助をしていたときのことです。運動
会のプログラムの中に，高学年の児童による組
み体操がありました。その組み体操に出てくる
倒立や二人一組で行う技の練習に対し，児童か
らサポートに入ってほしいと言われたところに
行き，近くで見守ったり，足を持ったりなどし
て支えることを先生方から頼まれました。ただ，
私は今にも倒れそうになっていたりする児童を
見ると，すぐに支えたくなり，近くに行き，手
を差し出してしまうことが多くありました。し
かし，児童たちは運動会当日では補助なしで組
み体操を行うため，自分たちの力で技を決めな
ければならないのだと思い，近くで見守り，必
要以上にサポートをしてはいけないときもある
と考えさせられました。
　このことが特に考えさせられた場面でした
が，このほかにも，算数の授業の補助などに
入っているとき，最低限のアドバイスを児童に
伝え，考えさせる工夫について学んでいかなけ
ればならないと感じました。
　活動に参加し，授業補助に入っていたときに
聞いた先生の言葉から改めて自覚させられたこ
とがあります。算数の授業補助に入っていたと
きに，「先生の説明を聞くときは，手を膝の上
に置き，姿勢を正して聞きましょう。」とある
先生は言っておられました。私たちは普段授業
中など先生の話を聞く際は，ペンなどを持った
まま，時折メモを取りつつ話を聞いています。
それが普通になりつつあったため，その言葉を
聞いた際，小学生にとっては，「今は説明を聞
くとき」「今は黒板を写すとき」という区別は
きちんと必要なのだということを実感させられ
ました。これらをきちんと小学生のときから区
別していくことは，今後大きくなってからも使
える能力になっていくと思います。
　私は，大学2年の後期から土屋小学校の学校
ボランティアに入らせてもらっているので，今
回は2度目の参加になりました。継続して活動
に参加させてもらっていることで，児童たちに
も覚えてもらえ，児童たちと話しをすることが
たくさんありました。また，運動会も練習から
補助として見せてもらったので，当日に子ども
たちの競技を見たら，胸が熱くなり感動しまし
た。
　5月から7月というあっという間の3 ヶ月の
期間でしたが，児童の興味を引く工夫の多い授
業の作り方，先生方の児童への話し方など，と
ても勉強になることが多い3 ヶ月でした。この
3 ヶ月の活動は，日々が充実しており，毎回の
活動に行くことが楽しみで，より一層教師にな
りたいという夢を強くしてくれる体験でした。
この活動から得た学びを生かしていけるよう，
これからもがんばっていきたいと思います。
?????????????????
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　私は3 ヶ月間，土屋小学校でボランティアと
して様々な体験をさせていただきました。様々
な経験をさせていただいた中でも特に印象に
残っているのは3年生と2年生，二つの算数の
授業です。
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　一つ目の3年生の算数では，先生が黒板に円
を書き，次のような問題を出しました。
　『このまん丸のピザを6人で分けて食べます。
平等になるように切りわけてね。』
　1人の男の子がこの問題に挑戦しました。
図1 図 2
　その男の子はまず，黒板に書かれた円の中に
十字を書き入れました。（図１）正解は図2の
ような形なので，十字を書き入れてしまうと６
等分はできません。それを見ていた他の児童が
「それじゃ分けられないよ！」，「そこにもう１
本線を書けばいいんだよ！」など自分の意見を
それぞれ言い始めました。その後，先生の指示
で各自のノートに自分で分け方を考えて書くこ
とになったので私は皆のノートを見て回りまし
た。すると何人かの児童は正解の形図2が書け
ていましたが，多くの児童は図1のように円の
中に十字を書き入れた後どうしたらいいか分か
らず，手が止まっている状態だったのです。先
生から解説があった後も数人は納得できていな
い様子でした。
　二つ目の2年生の算数では，問題にあった答
えを出すにはどの式を使うのがいいか？という
授業でした。
　『花が5本さいています。次の日見たら花は
12本になっていました。花は何本ふえたでしょ
うか？』
　という問題に対して児童の意見は大きく分け
て次の2つに別れました。
（式1）5＋12＝17　　答え　17本
（式2）12－5＝ 7 　　答え　 7 本
　「ふえているから足し算になる（式1）」とい
う意見と「ふえた数を知りたいから引き算にな
る（式2）」という意見です。ふと私の近くに座っ
ていた女の子を見ると，どちらの意見にも納得
していない様子でした。声をかけてみると，そ
の女の子は「答えは7なのに式が分からない」
と悩んでいたのです。「ふえているから足し算
になる」という意見を出した児童は，正解の説
明を聞いたあと，自分が間違っていたことに気
づいていましたが，その女の子は最後まで納得
ができていないようでした。
　私たちには今までの学習や経験があるので，
これらの問題にすぐ答えることが出来ます。し
かし，学校で出てくる問題はほとんどの児童に
とっては初めてのものなので，理解度に合わせ
た説明が必要なのだということを痛感しまし
た。例として出す問題は難しすぎると児童の苦
手意識を高め，やる気を損なってしまいます
し，簡単すぎると感覚で答えてしまい，解き方
などの知識が身に付きません。ちょうどよい難
易度の問題を出すためには，児童をよく観察・
理解する必要があります。小学生に算数を教え
るということはその児童のことを理解するとい
うことにつながるのだと思いました。
　今回のボランティア活動を通して授業見学以
外にも様々な体験をさせていただき，多くのこ
とを学びました。最後に，たくさんの事を教え
て下さった土屋小学校の先生方，児童の皆さ
ん，本当にありがとうございました。
???????
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　私は5月から７月までの毎週水曜日に11:00
から13:10までの計12回，土屋小学校へ学校ボ
ランティアとして参加させていただきました。
授業の補助として，算数，体育，音楽，図工，
家庭科，総合的な学習の時間という様々な教科
?????
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に加えて運動会，給食，掃除の時間にも参加し
ました。授業では，教室の後ろで見学したり，
児童がプリントやワークをやっているときに生
徒の机を見て回ったりしました。
　どの授業でも共通して行われているのは，児
童が自ら考え，発表し，その結果をみんなで考
えるということでした。算数では，「どうして
このような式になるのか」，「なぜこの結果にな
るのか」や総合的な学習の時間では「どうして
そう思うのか」，「それに対して自分はどう思う
のか」というその結果に基づく過程が重要視さ
れていると感じました。
　また，学校の児童たちの関係についても驚か
されました。人数が少ないというのもあると思
いますが，児童全体が学年問わず個々の児童の
名前や特徴を知っているということです。私の
通学していた小学校では，“たてわり”と呼ば
れるものがあり，各学年から一人ずつ選んでグ
ループを作って遊ぶという時間が設けられてい
ました。しかし，その制度では，そのグループ
でしかあまり関わらないため，人数が多いとい
う理由もあり学校全体の児童の名前など覚えら
れるものではありませんでした。しかし，土屋
小学校の児童たちを見ると，高学年の児童が低
学年の児童の面倒を見るということが自然と出
来ていたのです。
　この二つについて思ったことは，どちらも先
生方による日頃の指導の賜物だということで
す。先生方の工夫がこのような結果になってい
ると思いました。
　例えば算数では，まず個人で考え，それから
なぜこう考えたのかを理由も述べながら発表し
たり，他の児童にわかるまで説明させたりして
いました。理由を上手く言えない低学年の児童
には，途中で合いの手を入れ，うまく誘導して
答えさせていました。どの児童も自信を持って
発表して，時には反対意見も出ることもあり，
活気のある授業となっていました。
　掃除の時間では，各学年を混ぜたグループを
作って掃除をしているので，自然と高学年の児
童が低学年の児童の面倒を見ながら掃除に取り
組んでいました。
　また，この他にも授業で図や絵を使用した
り，分かりやすい言い回しをしたりしていまし
た。教室にも工夫が施されていて，児童が窓か
ら身を乗り出さないように，1番下の窓は，開
けさせないようにしたり，身長の低い児童にも
黒板が届くように踏み台が用意されていたりし
ました。各行事にも先生方や地域の皆さまと連
携して運営されていて，改めて教師というもの
は大変だけれど児童の成長が間近で見られるや
りがいのある仕事だと感じました。
　今回の学校ボランティアで私は，多くのこと
を学び取らせていただきました。細かな点でも
先生方の工夫や配慮があり，こうして学校とい
う組織は作られていくのだと思いました。何か
を「教える」，「成長させる」ということに関し
ては，学校にしても日々の生活にしても共通す
る部分というものがあると思います。人間を育
てるということは，自分もまた成長し続ければ
ならない，そういったところからも，日々教師
を目指す人間として成長していきたいと思いま
す。この経験をいつか教壇に立ったとき，生か
せるよう努力していきたいと思いました。
　最後に，お忙しい中このような貴重な経験を
させていただいた土屋小学校の先生方，児童の
皆さんにとても感謝しております。ありがとう
ございました。
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　今学期は放課後学習会を中心に参加させてい
ただいた。中学校前期の数学といえば，数字，
文字，計算，方程式など，どの学年も数学の基
本的な概念や演算を勉強するとても重要な時期
だ。しかし，授業内容や学習内容は前学年の知
識や考え方が頻出するため，さほど難しいとい
うものはない。生徒も新しい学年にワクワクし
ながら毎日過ごしており，数学に対しても非常
に意欲的な姿が見られる。
　5月上旬，プリントの枚数や計算量は多かっ
たにもかかわらず，ほとんどの生徒が自力で終
わらせることができていた。計算ミスが多く何
度も何度もやり直している生徒も見られたが，
諦めずに最後までやり通していた。また，プリ
ントを早く終わらせられた生徒には，他の生徒
に教えるよう誘導することで，本当に困ってい
る生徒を見ることができ，それぞれに深い学習
をさせることができた。どの学年でも学習会に
来たすべての生徒にとって意味のある時間にす
ることができたと思う。しばらく経って，それ
ぞれの学年では知識や計算法の授業が終わり，
このことを利用する仕方の授業に変わった。す
ると，学習会のプリントも徐々に利用に関する
問題に移り変わっていったわけだが，利用の問
題が多くなるにつれてプリントの枚数が減り，
その問題量も明らかに少なくなっていった。し
かし，プリントを終わらせることができる生徒
は少なくなり，当然，教師が生徒一人にかけら
れる時間も少なくなった。なかにはプリントの
どの問題も全くわからず，全て教師に聞いてい
る生徒もいた。これでは学習会の時間がいくら
あっても足りないと思い，生徒全員に共通する
問題点を考えた。もともと特別難しい計算は要
求されていないため，どの生徒も計算方法がわ
からないわけではない。プリントをよく見ると，
そもそも何も書けていない生徒が多くいること
がわかった。そこで，私はその場にいた数人の
生徒と全員で意見を出し合い，考え合いながら
問題文から計算式を作った。すると，どの生徒
も「あーそういうことねー。」と頷きながら残
りの計算をスラスラとこなしていった。次の問
題も同じように取り組んだ。またしても，「あー
そういうことー。」と言って続きを終わらせた。
生徒は問題を読む時点でつまずいていたのだ。
　国語と数学はよくかけ離れた教科といわれ
る。実際に国語に計算する必要はなく，数学で
文脈から心情を読み取る機会はない。しかし，
数学には言葉の意味をしっかりと受け取る力が
必要不可欠である。数学を勉強することは世界
共通の数式という言語を学び，それを利用する
ことに他ならないと私は考える。もっと言えば，
数学力を高めることは国語力がなければ達成さ
れないのである。私は大学に入り，数学を学び
続け，難しさに直面することで，ようやく，国
語力の大切さに気づくことができた。そうして
気づくことができてから学校ボランティアを何
度か行い，新しい発見をすることができた。数
学が苦手という生徒は，そのほとんどが文章を
読み取れないために苦しんでいるということ
だ。また，それは国語の教師がどうにかできる
ものではなく，数学の教師が意識することで変
えていくことができると考える。この経験を通
して，中学校において，理系と文系を分けて考
えることに何の意味もないことだと感じた。む
しろわざわざ分けてしまうからこそ，理系教科
は難しいものという印象を与えてしまう。特に
中学校まではどの教科も関連性があることを頭
に入れて，全ての教科に全力を注ぐことが大切
である。すべての教科を関連付けて数学を教え
ていくことは，私にはまだ難しいことだが，少
なくとも，数学と国語には素敵な関係があると
いうことをしっかりと伝えていきたい。
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　5月の毎週木曜日に土沢中学校で学校ボラン
ティアとして活動させていただきました。前回
の土屋小学校でのボランティアとは違い，今回
は理科に特化して，授業補助や実験準備のお手
伝いをしました。
　私はこの4日間の活動を通して，ひとつの授
業は先生方が生徒のことを考え沢山の工夫の上
で成り立っていること，いわば授業の裏の部分
を知ることができました。また，授業補助では
生徒との関わり方についての発見がありまし
た。今回のレポートでは，私が活動を通して強
く感じたこの二点について詳しく書かせていた
だきます。
①　ひとつの授業ができるまで
　2年生が台車を用いて等加速度運動の実験を
するということで，実験準備のお手伝いをさせ
ていただきました。どれくらいの斜面を作った
ら良い記録が出るのか，どのバネ測りが適して
いるのかを試行錯誤を重ね，1時間以上に及ぶ
取り組みの後，実験器具，方法が決まりました。
そして放課後は生徒の実態に合わせた授業プリ
ントを作成すると聞きました。私は教科教育法
Ⅲ・Ⅳで実験を取り扱った模擬授業を行ってき
たので実験前の準備の大変さは理解していたの
ですが，教師になって10年を超えるベテラン
と呼ばれる先生方が自分たちと同じかそれ以上
に授業準備に取り組んでいる姿に衝撃を受けま
した。それは自分の中で10年も経つとある程
度型ができている，といった勝手な固定観念か
ら来ていたのだと思います。今回授業準備にご
一緒させていただいたことで，私も10年20年
経っても学び続け，授業準備に時間と労力を惜
しまず，変化を楽しむことのできる教員を目指
していきたいと強く思いました。
②　生徒のサイン
　今回が大学生活を通して，初めて中学生と関
わる機会であったということもあり，休み時間
の生徒との関わりには終始緊張していました。
しかし，「少し笑顔でいるだけで生徒は寄って
くるから，緊張しなくても大丈夫だよ。」とい
う言葉を先生からいただき，笑顔を意識してい
ると次々と生徒が話しかけてくれるようになり
ました。
　しかし，授業になると笑顔で待っているだけ
では，中学生になるとわからないことへの羞恥
心が出るのか，わからないことがあっても，な
かなか聞いてこようとはしませんでした。そこ
で①で述べた台車実験のまとめの授業に参加し
たときに，生徒が鉛筆の動きを止めたり，チ
ラッとこっちを見たり，そういった小さなサイ
ンを逃さずに自分からフランクに近づいていく
ことを心がけました。すると「ここまで出来た
けどここからはどうしたらよいの？」と心を開
いて質問してくれました。一見，やる気のない
ように見える生徒も，やり方を教えるだけで
黙々と取り組む姿勢に変わりました。このこと
から，わからないことを素直に表せない中学生
の小さなサインを逃さず自分から近づいていく
ことの大切さを学びました。
　また，現場の理科の先生と行動を共にし，お
手伝いをさせていただくことで，理科室の整理
など，授業以外の理科教師としての仕事を知る
ことができました。1 ヶ月後から始まる教育実
習ではこれらの経験を活かし，より実りのある
ものになるよう頑張ります。貴重な経験をあり
がとうございました。
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　私は5月から7月の間に土沢中学校で放課後
学習会のボランティア活動に参加しました。活
動時間は16:00 ～ 17:00で活動内容は数学のプ
リントの解説と採点でした。
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　今回このボランティア活動に参加してみて生
徒としてではなく，教える側の立場として実際
の教育の現場で感じたことや分かったことが3
つありました。
　まず初めに感じたことは，生徒たちが思って
いたよりも元気がいいということです。私が参
加した学年が1年生ということもあったかもし
れませんが，とにかく元気でわからないところ
があればすぐに「ここがわからないです！教え
てください！」と近寄り，質問してきてくれま
した。私自身が中学生のときはそんなことを感
じたことはなかったのですが，教える側の立場
からしたら元気がいいように感じるものなのか
もしれません。立場が変わると感じ取れる雰囲
気というものが変わってくるのだなと思いまし
た。実際に中学校にボランティア活動として来
ていなければ，この雰囲気を体感することはで
きなかったと思います。
　2つ目に感じたことは，生徒一人ひとりの習
熟度の違いが大きいということです。当たり前
のことかもしれませんが，それぞれの生徒のプ
リントの進み具合を見ていても，やはりどんど
ん解いていく生徒と手が止まってしまっている
生徒がいました。このことは同じ数学の授業を
受けていても授業についていけている生徒と授
業についていけてない生徒がいるということで
す。それぞれ得意不得意はあると思いますが，
授業についていけていない生徒に対してどのよ
うなケアをしていくかが大事になっていくだろ
うと思いました。そのような点から，放課後に
補習をするのは対策として効果があるように感
じました。特に授業で習ったことをもう一度丁
寧に教えてもらえる機会というのは生徒にとっ
てプラスになる時間だと思いました。教師とし
て生徒の個々の理解度を把握し，生徒一人ひと
りに対応していく必要があると思いました。
　3つ目に感じたことは，教えることの難しさ
です。生徒に理解してもらうには私自身がただ
その問題に対して理解しているだけでは足りな
いということを痛感しました。自分自身が理解
していても生徒に伝わらなければ意味がありま
せん。そこで生徒それぞれに対してわかりやす
く説明するには，語彙力や工夫が必要だと感じ
ました。生徒目線でどのように教えれば理解し
てもらえるのか考える必要があると思いまし
た。具体的には，日常生活の中から数学の問題
に話を持っていくなど身近なものを例にして考
えさせるとわかってくれることが多かったよう
に感じました。そのような点から教師として教
えるときには授業の中にユニークな工夫が必要
だと思いました。
　今回この学校ボランティアに参加して中学校
の雰囲気や生徒の現状を実際に見たり感じたり
することで，教えていく上でどのような工夫が
必要なのか考えさせられました。また，立場が
変わることによって今まで見えていなかった部
分も見えてきて勉強になりました。この経験を
教師を目指す上で活かしていきたいと思いま
す。
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　私は5月から7月の間の3 ヶ月の中で計6回，
土沢中学校にて学校ボランティアに参加しまし
た。主な活動としては数学が苦手な生徒を対象
とした放課後学習会において，生徒がプリント
学習の中で躓いたところや分からない箇所の学
習のサポートを行いました。
　今回の放課後学習会では指定された問題を解
いて丸つけをするということ以外に取り決めが
なかったため，日によって様々な学習スタイル
をとる事になりました。それによって，生徒た
ちの勉強に対する取り組み方や集中度が異なる
と感じることができたので，印象深かったで
す。
　まず1つ目のスタイルでは大学生1人に対し
て生徒3 ～ 4人といった人数比でグループごと
??????
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に学習を行いました。少人数でさらに机を向か
い合せにしていたこともあり，一番集中してプ
リントに取り組めたのではないかと感じまし
た。大学生側からしても生徒一人ひとりの様子
がはっきりと分かります。なので，困って手が
止まっていた場合に声をかけサポートにまわ
れ，丁寧に対応することが出来ました。ただ，
グループごとに学習していたことにより，他の
グループの生徒とは一切関わる機会もなく，学
習会が終わってしまいました。そのため幅広く
生徒をみるという点に関しては上手くいかな
かったという印象を受けました。
　2つ目のスタイルは大学生の人数が少なかっ
たこともあり，学年別の教室で席の指定もなく
大きく輪の形になって勉強を行いました。この
とき，私は1年生の教室を担当しました。この
スタイルは生徒間の距離が近いこともあって，
生徒同士でお互いに考えを教え合う様子が見受
けられました。大学生に気軽に質問しやすい空
気が作れたという良い点はありました。しかし，
どうしても仲のいい生徒同士で座り，関係のな
い話で盛り上がって騒々しくなってしまった
り，集中力がきれて途中で諦めたりする場面が
ありました。それにより生徒に対して幾度か注
意や勉強を促す事が必要な環境になってしまい
ました。そのため，このスタイルは生徒にとっ
てあまりいい環境とは言えなかっただろうと感
じました。
　3つ目のスタイルは各学年の人数が少なかっ
たこともあり，全学年合同で一つの教室で学習
会が行われました。3年生に関しては，分から
ない問題があっても「○○先生，教えて」と土
沢中学校の先生に教えてもらいたがりました。
そのことについて考えた結果，指導の仕方はあ
るとしても，一番大きく占めているのは信頼の
され方かと感じました。信頼されるようになる
ためには，もっと生徒に対してこちらから寄り
添い，生徒にとって一番適切な距離感を掴むこ
とが重要かと感じました。生徒との会話がある
かないかで，その後の勉強への姿勢が違うなと
実感したからです。今回の学習スタイルのよう
に距離が近い分，生徒とうち解け合い，その後
の学習につながるものもあるのだと新しい視点
が発見出来ました。
　今回の学校ボランティアを通じて，学習する
環境を教師側が設計するにあたって生徒の人
数，生徒同士でお互い考えてのディスカッショ
ンを狙いとする学習目的といった様々なことが
学べた貴重な機会となりました。また，ただ教
えるだけではなく短時間の中でどれだけ生徒に
寄り添い指導していけばいいか新たな発見もあ
りました。この3 ヶ月で学んだ事を忘れずに次
に活かしていきたいと感じました。
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　私は土沢中学校で毎週水曜日に理科の授業の
学校ボランティアをやらせていただきました。
具体的な活動内容は，授業中に生徒が問題を解
く際のサポート，実験の補佐，理科室の片付け，
小テストの丸付けでした。
　この約3 ヶ月の活動から理科の教員は他の教
科以上に授業までの準備が大変だということを
感じました。
　まず，今回の活動では2週間に1回ほどのペー
スで理科室の片づけをしました。基本的に生徒
が使った器具は実験終了時に生徒が片付けてい
るので問題ありませんが，先生が実験の説明の
ために使った実験器具は教卓に置いたままに
なっているので，それらの片付けや整理をして
いくという作業が中心でした。最初の内はどこ
に何があるかわからず，片付ける場所を探すの
も一苦労でしたが，何回か理科室の整理を経験
することで，よく使う実験器具の場所は覚えて
いくことができました。担当してくださった先
生も土沢中学校に来たときは，ちょうど前の理
科の先生と入れ替わりになってしまったため，
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どこに何があるのかがまったくわからず，とて
も大変だったというお話も聞きました。このよ
うな苦労があるのは理科の先生ならではだと思
います。また，片付けのみではなく実験の準備
も理科の先生の仕事であるため，授業以外の仕
事がとても多く理科の先生の大変さを実感しま
した。さらに，実験をする際にも先生は神経を
使う必要があります。活動期間中に実験の補佐
をやったことは何度かありましたが，どの実験
でも生徒の動きは注意して見ておかないと何が
あるかわからないということを実感しました。
火を使う実験では当然危険があるということは
理解していましたが，校舎から出て実験で使う
花を採取するというときには，毛虫などの害虫
を見つけたらそこに近づかないように伝える必
要があり，電流の実験では誤った使い方をすれ
ば機器を壊してしまうため，生徒の一挙一動に
対して常に注意する必要がありとても大変でし
た。
　理科室での活動だけではなく，教室での授業
に行き練習問題をやっている際にわからない生
徒のサポートも行いました。これをやらせてい
ただくことで，生徒が間違えるパターンはほと
んど同じような形だということに気づくことが
できました。難しい問題で生徒が間違えてしま
うというのはわかっていましたが，途中の式ま
でも同じように間違えているというのは勉強に
なりました。
　その他にも実際の教育現場で働いていらっ
しゃる先生の授業を見ることで，自分の模擬授
業には何が足りないのかを知ることができたよ
うに感じます。特によくお手伝いをさせていた
だいた理科の先生の授業では，導入を先週の復
習や今学んでいることと世間の物事とのつなが
りを話すために多く時間を使っていることや，
授業全体で使う板書の量を黒板1枚分にまとめ
ていることに驚きました。私が模擬授業をする
際にはどうしても教科書を進めるということに
必死になってしまい，教科書の内容から発展し
た部分はそこまで重視していませんでしたが，
この先生の授業ではその発展的な話もあり，生
徒としては非常に興味を持てる内容なのではな
いかと思いました。このような授業を展開して
いけるのはもちろん今までの経験もあるのだと
思いますが，それ以上に教材研究や世間で注目
されていることを調べ，授業に生かしているの
だろうなと感じました。
　このように理科の先生は授業のない時でも理
科室を片付けたり，授業で使えるネタを探した
りと大変なことは多いということを感じまし
た。しかし，それ以上に生徒に「理科を好きに
なってほしい」「得意になってもらいたい」と
いう熱意を感じることができて，私にとってと
ても良い経験になったと思っております。
　最後になりましたが，現場でしか体験できな
い素晴らしい経験をさせていただいた土沢中学
校の先生方に深く感謝いたします。
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　私は土沢中学校へ毎週火曜日の1時間目に行
き， 3年生の数学の授業補助に入らせていただ
いた。授業補助では主に授業中，寝ている生徒
や友達と喋っていたり，遊んでいたりする生徒
を注意するなどの生徒指導や，授業中の質問に
対応するなどの学習補助を行った。また，授業
が終わった後，机をきれいに並べ直したり先生
の使う教材や生徒から回収したノートやドリル
などを職員室へ持っていったりするようなこと
も行った。
　そのような体験の中で今回，生徒とのコミュ
ニケーションを深めていくうえで，ビジュアル
がいかに大事かを体験した。
　まず， 1回目の授業で前髪を下ろしマスクを
して顔の面積をなるべく狭くして授業補助に
入った。すると，生徒は誰１人として目を合わ
せてくれることはなかった。そこで2回目の授
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業ではマスクを外し，髭を剃り授業補助に入っ
た。すると，生徒は教室に入ってきて「おはよ
う！」と話しかけてきてくれた。また，授業中
分からないことがあると視線を送ってきてくれ
て「分からない」と質問してきてくれた。しか
し，３回目の授業で，髭をはやして授業補助に
入ると授業中，質問をしてくる生徒はいなかっ
た。また，挨拶をしてくる生徒もいなかった。
それどころか近くへ行くと嫌な顔をする生徒
や，チョロチョロこちらを見て嫌そうにする生
徒もいた。そこで4回目の授業でもう1度髭を
剃って授業補助に入った。すると，質問がある
生徒はまた声をかけてきてくれた。5回目，再
びマスクをして，前髪を下ろし授業補助に入る
と誰もこちらを見ようとはしなかった。そして
6回目以降は毎回マスクをとり，髭をそって授
業補助に入った。すると，それからは分からな
いことがあると質問してきてくれた。
　これは私の推測だが，マスクしたり，髭をは
やしていたりするとき，中学生から見た私は怖
かったのだと思う。また，それによって警戒心
が生まれ，話かけるどころか見向きもしなかっ
たのだと私は考える。また，髭などは生徒に不
潔な印象を与え，あまり近寄ってきてほしくな
いようにも見えた。つまり，生徒と接していく
うえで清潔感も重要であるということが分かっ
た。これらのことから，中学生とコミュニケー
ションをとっていくうえで，いかに容姿が大切
かを実感することが出来た。また，教師とは教
えることだけが大切なのではなく，生徒のお手
本となるような事を外面的な事からしっかりし
ていかなければいけないという事も分かった。
　将来教師になったら清潔感を大切にし，あま
り生徒から警戒されないように，明るく振舞っ
ていかなければいけないと思った。また，こう
したほんの少しのことで生徒が質問できなくな
り，学習活動を阻害してしまう可能性があるこ
とも分かったので，やはり見た目は大切なのだ
という事を強く実感した。今回の体験を生かし
て，これからは身だしなみにも気を使って教育
の場に立っていきたいと思う。
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　今回，私は5月から7月の約3ヶ月間にかけて，
平塚市立の土沢中学校で，学校ボランティアに
参加させてもらいました。今回でボランティア
に参加させてもらうのは5期目でした。活動日
は基本的に毎週月曜日の5時間目と6時間目の
理科と，ほぼ月に2回行われた放課後補習会（数
学），それと毎週水曜日の2時間目の1年生の数
学， 3時間目の理科に参加しました。
　数学の授業では，授業中に行われる練習問題
で，わからない生徒に教える授業補助等を行い
ました。期間中に行われた内容が「正負の数」
～「文字の式」でした。
　理科では授業のサポート（主に生徒のプリン
ト演習でのわからないところのアドバイス等）
や実験室の清掃や授業見学等を行いました。
　今回の学校ボランティアの活動では，以前に
行った際には経験できなかった体験等を中学校
の先生から多くさせてもらいました。また，今
年度から私は大学の授業で，模擬授業をする機
会が増えましたので，中学の授業において，先
生たちの工夫の仕方を多く学ばせていただきま
した。また，現在，生徒がどういった部分でつ
まずいているかも知ることができました。今回
はこの３つのテーマについて，書いていきたい
と思います。
　上記にも書きましたが，今回，以前には経験
できなった体験を多くさせてもらいました。生
徒が朝行った小テストの採点から，数学の授業
のノートチェック，休み期間に行う宿題作成
等，普段の生活や大学の授業等では体験できな
いものばかりで，すごく充実した3 ヶ月となり
ました。また，ただやらせてもらっただけでな
く，やっていくうえでのポイント，コツを教え
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ていただき，自分にとって，これはとてもプラ
スとなりました。たとえば，プリント制作する
際には，生徒にとってどう作ると見やすくなる
のか，などと言ったところです。学校の授業で
は，こういった点が教えてもらう機会が少ない
ため，良い勉強となりました。
　授業の方にも多く参加させていただき，1番
印象に思ったのが，自分が思っている教え方で
は一部の生徒には通用しないときがあるという
ことです。というのは，一般的に教え方では，
基礎の基礎（小学校の算数や全学年の知識など）
をわかっていない生徒には通用しないというこ
とです。では，誰でもわかるように指導するに
はどうすればいいか？全部の答えはまだわから
ないですが，ヒントは中学校の工夫された授業
を通して，感じることができました。また，自
分とは違った視点が多く存在するとわかったと
同時に，それをもっと勉強したいとも思いまし
た。
　また，今年度から放課後の数学の補習会にも
参加させていただき，来た生徒一人ひとりを見
ることができました。そうした中で，いろいろ
なことが見えてきました。根本的にわかってい
ない生徒，計算ミスをよくする生徒，基礎はわ
かっていても，それを応用することができない
生徒，などと様々な問題があることを知りまし
た。また，どこが苦手視されているのかもわか
りました。今後教えていくうえで一人ひとりそ
ういった問題を解決できるような教師になって
いきたいと思いました。
　まだまだ自分の中でやらなきゃいけない，知
らなければいけない課題などが多くわかったボ
ランティアになりました。また，時間があり次
第，積極的に参加していきたいと思います。土
沢中学校の先生方，今回も本当にありがとうご
ざいました。
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　私は5月から7月の間，毎週月，水，木，金
曜日のうち週3日間，土沢中学校のボランティ
アに参加しました。活動内容としては，月曜日
は放課後の数学の補習を行い，水曜日，木曜日
は技術・家庭科，理科の授業見学や授業の補助
を行いました。また，校外学習などで授業の無
い日と金曜日は中学校のホームページの更新作
業を行い，特に何もすることが無いときは，PC
ルームの掃除や，写真など掲示物の掲示を行
い，様々なことに携わってきました。
　今まで多くの生徒たちと接する機会がなく，
先生という立場で生徒と接したいという気持ち
が大きくなる体験となりました。
　まず授業の補助では，理科の授業を見学した
ことがあり，プリントを解く時間でした。すら
すら解答できている生徒と，そうでない生徒と
の差が少しあったと思いました。早く解き終
わってしまった生徒が，わからない問題がある
生徒に教えていて感心しました。寝ている生徒
もいましたが，生徒にわからない問題を尋ねら
れたとき，ヒントを与えると，すぐに解くこと
が出来ていました。生徒が友達同士で教えあっ
て問題を解いている印象が強く，あまり“わか
らない”と質問してくれる生徒は少なかったよ
うに思います。それでも，躓いている生徒がい
たら，積極的にフォローをしました。中でも，
自分が中学生のときに習っていない事を聞かれ
たときに，少し戸惑ってしまいました。数学が
専門ですが，自分が習った理科の内容とは少し
異なっている事に気づかされました。先生であ
るということは，生徒からの質問に答えなけれ
ばならなくて，このように予想もしていなかっ
た質問を聞かれるかもしれないということに気
付かされました。
　次に印象に残っているのは，放課後の補習
で，生徒が数学のプリントを解いているときで
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した。3人の生徒を担当し，担当した生徒たち
は問題をすらすら解けていました。時々わから
ない問題があり，ヒントを与えても理解できな
い問題だったので，教えるのに苦労しました。
時間内にプリントを終わらせることができ，答
え合わせをしたらほとんど正解していました
が，やはり括弧を付け忘れるなどの単純なミス
がありました。注意したら，「わかりました」
とみんな素直で，さらには終わった後に「あり
がとうございました」と言ってもらえて，感動
しました。
　ボランティアに行った回数が増えるにつれ，
何度か同じ生徒に会うことがあり，名前を覚え
てもらえました。そこでふと“もし自分が教師
であれば，生徒と友達のように接してはいけな
く，あくまでも生徒と教師である”ということ
に気づきました。
　今回のボランティアを通して，気づかされた
ことが多くあり，後期も参加できれば，参加し
たいと思いました。自分が中学生だったとき
と，実際に教師の目線に立ったときでは，自分
の思っていた教師のイメージががらりと変わり
ました。この経験を活かし，これからの勉強に
励んでいきたいと思いました。
???????????
????????????
　私の活動先は去年と同じ土沢中学校で，今回
の主な活動内容は授業補助であった。
　この授業補助は座学と実験の二つに分類され
る。座学の授業補助は生徒が演習や問題に取り
組む際に，わからないことや質問があれば教え
るといった内容だ。また，中にはその教科が苦
手で解答に苦戦する生徒がおり，そういった子
を優先的にサポートする。その一方，実験での
授業補助は座学のときの活動に加え，実験過程
を見守る事や器具・装置の誤った使い方による
事故防止の為の監視，円滑で安全な実験方法の
ためのアドバイスなどである。座学よりも実験
で学ぶことの方が記憶に残りやすいという反
面，危険が付きまとうこともあり，より一層の
緊張感と責任感を持って授業支援に取り組まな
ければならない。
　今回のレポートの趣旨は，前回とは異なり教
えるべき対象である「生徒」ではなく，物事を
相手に伝える側である「教師」にその視点を向
けた。
　私が教師に着目した理由は，「自身が一番悩
んでいること」の解決を行うためである。私が
悩んでいたことは，模擬授業の内容を考えてい
たときに発生した疑問で，生徒に対し「どこま
で本当のことを話すか」「どこまで詳しく話す
か」「どのようにして事物を伝えるか」といっ
たことである。
　中学校や高等学校で学ぶ内容というのは，生
徒に理解しやすくするために具体性を持たせて
いる。例えば，原子の構造について電子は原子
核の周りを回っているという内容がある。これ
は原子モデルを用いた説明であり，具体的な概
念としてイメージしやすく知識の定着にも効果
的である。だが，現在の量子化学の世界でこれ
は間違いであり，電子は電子雲上に存在し確定
した点と速度を持つものではなく，この存在は
存在確率として示される。このようなことに対
し，どこまで詳しく話すかということについて
私は悩んだ。この問いに対し，私はこの活動で
解を得ることができた。
　私の結論として，専門的な知識を伝えること
が重要ではないことに気がついた。確かに本当
のことを伝えることは重要かもしれないが，生
徒たちにとって一番重要なのは，「今の学習を
どのようにして理解するか」である。また，ど
の程度詳しく話すかという事柄についても同様
である。抽象的な内容である専門的な話をして
しまい，生徒の理解に混乱を引き起こすことは
本意ではない。その物事に対して「より深い内
容の説明」をするのでなく，「理解しやすくさ
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せるための小話」の方が重要である。
　物事を伝える能力は教師にとって必要不可欠
なものである。私が先生方の教え方を見て，こ
れは物事を伝える上で重要だと感じたことが三
つある。一つ目は，一見関係のない話から，教
えたい事柄へと話を繋げることである。これは
難しい内容を教えるときほど有効で，生徒の興
味を引きつつ具体性を持たせた教授法なので大
変有用である。二つ目は教師の話し方，すなわ
ちトーク力である。同じ話でも伝え方が異なる
と，面白い方が生徒達も興味を持って話を聞い
てくれて，理解につながるのである。三つ目は
身体を使った教え方である。身ぶり・手ぶりで
表現をしながら話をすることで，生徒たちの注
意を引きつけ，また笑いを誘っていた。これは
私の最も印象深かったものである。
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　私は土沢中学校で月に1，2回程度，月曜日に
数学の補講授業をさせていただきました。主
に1年生の補講をさせていただきましたが，最
終日には1年，2年，3年合同で補講を行いまし
た。生徒は先生が用意して下さったプリントを
解き，私たち学生はその様子を見回りました。
そのときに，生徒の手が止まっていたら隣に行
き，何ができてないかを確認してあげて，その
問題に沿った例を作り，一緒に解いて問題に慣
れさせてからできなかったところを再度生徒に
挑戦してもらいました。教える時間は少なかっ
たのですが，生徒と上手くコミュニケーション
をとることができました。
　今回のボランティアで，多くの生徒が私たち
に聞くことが恥ずかしいということを知りまし
た。何が解らなく，どこが解っていないかも解
らない生徒が多いと思い，私自身が動いて何が
できていないか見ていかなければならないと思
いました。なので，見回りをして，手が止まっ
ている生徒を見つけると，すぐ隣に行って私が
確認し，教えていきました。しかし，負の引き
算2－（－1）が2＋1になるような問題で，＋
になることが解らないのに分配法則の計算をし
ていて，手が止まっている生徒を発見しまし
た。最初は，分配法則が解らないから出来てい
ないのだと思い，分配法則を教えました。そし
て，問題を解いてもらったのですが，また出来
ていなく，途中式を一つひとつ見ていくと，２
－（－１）のところが気づいたら２－１と計算
しており，負の引き算が出来てないことがわか
りました。負の引き算のところを数直線で教え
ると，生徒は理解することができ，他の問題に
取り組んでもらっても解くことができました。
このように分配法則をやっているから，負の引
き算が出来ると信じ込んではいけないのだと知
りました。このことから，教える側が当たり前
のことを当たり前に思ってはいけないと感じま
した。
　ボランティアで学んだことを生かして,弟に
教える際にもこのくらい理解しているだろうと
いう前提で教えていくことを止め，何が解って
いないかを確認して教えてあげると，中間テス
トにも結果があらわれたので，私はとても嬉し
かったです。教えた分だけ結果がでてくれたと
きの嬉しさを知り，以前よりも教師になりたい
と思いました。
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　今回私は，初めて学校ボランティアに参加さ
せていただきました。主な活動内容としては，
毎週水曜日の午後に，数学及び理科の授業に参
加させていただきました。授業では生徒が練習
問題を解く際に分からないところなどを教える
というものでした。また，先生という立場で避
??????
???? ???????????????????
難訓練も参加させていただきました。
　今回の活動を通して，教科書の内容を生徒た
ちが理解するためには工夫して授業を展開して
いくことが大切だと思いました。そして，土沢
中では先生と生徒のコミュニケーションがとて
もよくとれていると感じました。
　数学の授業では，1・3年生のクラスに参加さ
せていただく機会が多かったです。授業のとき
には，先生が生徒の関心と理解を確かめるため
に，よく生徒に問いかけたり，黒板に問題を解
かせたりと授業にあたって様々な工夫がありま
した。また，教科書の内容をそのまま教科書に
沿って教えるのではなく，様々なパターンの問
題を教えることで生徒の理解力をつける工夫を
していました。そして，生徒がきちんと理解を
しているか練習問題のプリントを行い，毎回回
収してチェックするなど，ひとつの授業の中に
多くの工夫があると強く感じました。
　生徒の授業態度は寝ている人，遊んでいる
人，しゃべっている人など様々でした。しかし，
その中でも先生はそのままにしないで何度も注
意したり，その生徒に問題を答えさせたりと上
手くコミュニケーションをとりながら授業に対
しての関心を持たせる工夫もしていました。こ
うして，先生の問いかけに何人かの生徒が答え
るようになっていたので，そのような工夫をし
続けていくことで授業に積極的な生徒が増えて
いるのではないかと感じました。
　休み時間になると，生徒とすれ違うときにい
つも挨拶をしてくれます。普段から多くの先生
は生徒たちに接することで，挨拶する生徒が非
常に多くなったのではないかと感じました。
　私はいつも生徒の立場で避難訓練をしていま
したが，今回初めて先生の立場で避難訓練を行
う貴重な体験をさせていただきました。生徒に
どのように速く避難させるか事前に教員同士で
打ち合わせをしたり，生徒に速く避難させるよ
うに声をかけたりしていました。避難訓練をス
ムーズに行うには，このような連携がとても必
要だと感じました。
　生徒が安心して学校生活を送れるようにたく
さんの工夫としっかりとした準備が大切だと今
回の体験で強く感じました。この事前の準備を
することでよりよい学校になっているのではな
いかと思います。授業をするにあたっても，準
備をしておかないと上手く授業が行えないの
で，様々な場面で事前の準備や工夫が必要だと
思いました。また，このような準備を行うため
には教師と生徒だけではなく，教師同士や生徒
同士でもコミュニケーションが必要不可欠であ
ることがより一層わかることができました。
　今回のボランティアに参加していなければ，
このようなことに気づかなかったと思います。
また機会があればボランティアに参加したいと
思いました。教師になるために何事にも多くの
準備が必要であると感じたので，このような体
験を今後に活かしていきたいと思いました。
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　私は，基本的に毎週水曜の1限に理科の授業
のサポートをしに行ってきました。作業の内容
としては，実験の補助をしたり，教室で先生が
説明しているとき，授業の内容でわからないと
ころがある生徒に教えたり，寝ている生徒を注
意して回ったりしました。
　今回の学校ボランティアは私にとって初めて
の体験でした。そのため，学ぶこともたくさん
ありました。このレポートでは，授業サポート
をしてきて，どのようなことがあり，それを通
してどのようなことを学んだのかについて書い
ていこうと思います。
　初めての学校ボランティアの日，少し緊張し
ながらも，楽しみにしていた私は，生徒から，
立っているだけでなく働け，という言葉をかけ
られて驚きました。初めは，無視をしていまし
たが，その後すぐに，確かにつっ立っているだ
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けでは意味がないと思い，生徒のその言葉か
ら，生徒を見て回れるようになりました。私は，
1回目の授業が終わって，予想していた生徒た
ちの反応とは違っていたけれども，これから
もっと生徒たちとコミュニケーションをとって
いきたいと思いました。
　それからは，毎週毎週，後ろからものを言わ
れることも多々ありましたけれど，そういっ
た生徒への指導に付きっきりになるのではな
く，みんな平等に見てあげられるように教室を
回って，生徒たちに声をかけるようにしていき
ました。すると，だんだんと生徒たちの警戒心
もとれ，授業前などにも少し会話ができるよう
になっていきました。そうすると，だんだんと
生徒一人ひとりの性格も見えてきました。とは
いっても，すべての生徒の性格を理解し，すべ
ての生徒に，私を受け入れてもらうことはとて
も難しいことです。
　私には，手を焼いている生徒のほかに，もう
一人，気になる生徒がいました。ある日，私は
その生徒が，先生に言われている練習問題を
やっていなかったので，やるように言いまし
た。その後，その生徒を見に行くと解けていた
ので，私は「できるじゃん！」と言いました。
でも，彼はそれが嫌だったみたいで，それから
は，私のことを嫌っているのが何も言われるこ
とはなくても，伝わってくるようになりまし
た。
　以上のようなことを体験して，一番学んだこ
とは，信頼関係を築くのには時間がかかるとい
うことです。でも，信頼関係ができてきた方が，
授業サポートに行くのも楽しくなることや，心
を開いてない生徒とも時間をかけてでも受け入
れてもらいたいと思えるようになること。また，
生徒たちも，信頼関係を築けている方が，素直
に先生の言葉を受け入れられることが分かり，
改めて信頼関係を築くということが，とても大
事なことだと思いました。　
　担当したクラスのみんなとしっかりとした信
頼関係が築けていないので，後期も機会があれ
ば，中学校ボランティアに行きたいと思いまし
た。
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　私は今回初めて土沢中学校へ学校ボランティ
アに行かせてもらいました。毎週金曜日の2， 
3時間目（10:05 ～ 11:55）に入らせてもらい
ました。主な活動は理科と数学の授業補助でし
た。教室の後ろに立ち，おしゃべりをしている
生徒に注意をしたり，手が止まっている生徒に
ヒントを与えて一緒に解いていったりしまし
た。理科では一緒に実験をしたり，実験の結果
からグラフをつくったり，プリントに適語を記
入していく補助を行なったりしました。数学で
は計算確認や解き方の指導をしていきました。
また，中間テストの後には生徒の解いたワーク
のチェックもしました。授業補助をしている時
に注意したのは答えを言ってしまわないことで
す。あくまでヒントに留めておく事で生徒自身
に考えさせるようにしました。理科と数学以外
にも技術の授業にも参加させてもらいました。
　私は中学校の理科の教員を目指しているので
今回の経験は非常にためになるものでした。今
回のボランティアで何よりも驚いたのは，生徒
の元気の良さです。先生の発問に対して敏感に
反応し，授業に積極的に参加しようとする意思
が感じられました。私はもっと静かというか冷
ややかな感じを想像していて，発表も恥ずかし
がってしないと考えていたので，これにはとて
も驚かされました。また，生徒からとてもフレ
ンドリーに話しかけてきてくれたのも印象的で
した。いきなり見ず知らずの大学生が来て授業
の補助をしても，「なんだこいつ」となってし
まうのではないかと不安に思っていたのです
が，実際にはそのようなことはなく，分からな
いところがあったりすると「加藤さん，ここが
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わからない。」「どうやったらいいの？」と向こ
うから話しかけてきてくれました。ボランティ
アの活動も終盤になると，授業中だけでなく，
休み時間まで話しかけてきてくれる生徒もいま
した。私の方から生徒の緊張を解いていこうと
考えていたのに，逆に私の方が生徒たちによっ
て緊張を解いていかれたように感じました。
　理科の授業の仕方も大変参考になりました。
模擬授業で練習はするものの，実際どのように
やったらいいのか分からないところがありまし
た。先生の板書は何でもかんでも書くのではな
く，必要最低限のことしか書かないようにして
いる印象を受けました。また，要所要所で雑談
というような豆知識を披露し，生徒の関心を集
めていたように感じます。そして先生の「驚き
が記憶に残る。勉強して驚いてください。」と
いう言葉に感銘を受けた。生徒にとって驚きの
ある授業。これが目標とすべき理想の授業のひ
とつではないかと考えます。
　教員を志すにあたって，指導力と確かな知識
が課題として見えてきました。注意喚起をしに
いったときうまく誘導できず，先生に迷惑をか
けてしまったことがありました。また，理科の
授業に出ていたため生徒が理科なら何でもいけ
ると思われて「銀河系内で地球にもっとも近い
（距離的な意味で）星は？」と聞かれ，即座に
は答えられませんでした。（ちなみに答えはプ
ロキシマ・ケンタウリです。）専門の生物はも
ちろんですが，中学教諭を目指している身なの
で，化学・物理・地学にも精通しているように
これからいっそう勉強しなくてはならないと感
じました。
　今回ボランティアとして実際に学校現場に赴
いたことで，短い期間でしたが，先生側の視点
から学校をみることができ，課題や現状など
様々なものを体感できたように感じます。あり
がとうございました。
????????????????????
?????????????
　今回，初めて学校ボランティアに参加させて
いただきました。2 ヶ月間，毎週水曜日の午前
中に土沢中学校に行かせていただき，主に授業
の補助やミニテストの答え合わせ，解答プリン
トの作成を行いました。また，お昼休みには鴻
之巣チャレンジというミニテストの補習を行い
ました。
　今回のボランティアを通してとても多くのこ
とを学びましたが，特に心残りだったことが一
つあります。３年生の授業に参加させていただ
いたとき，ある生徒がいつも授業に集中できず
騒いでしまい，結果的に授業にならなくなって
しまうことが何度かありました。そのとき，騒
いでしまう生徒は私たちボランティアの学生に
もよく話しかけてくるのですが，よい返し方が
できずにそのまま話してしまうこと等があり，
自分の力不足を強く感じました。
　今回のボランティアではいろいろな学年・ク
ラスに入らせていただきましたが，クラス一つ
一つが少人数であることもあり，よく行くクラ
スの生徒とは早く打ち解けることができ嬉し
かったです。しかし，それが行き過ぎて友達の
ようになってしまったことが良くなかったと思
いました。授業中に生徒と雑談してしまうこと
は授業をされている先生に失礼な行為であり，
反省しなくてはならないと思いました。
　また数学の授業中，さりげなく集中力が切れ
てきた生徒に対して先生がフランクに生徒が自
然と授業に入り込めるように声をかけていらっ
しゃいました。授業中に軽く冗談等を交えて解
説やヒント等の話をすることで，生徒の注意が
しっかり授業に向くよう展開していらっしゃい
ました。生徒の様子を見ていると，問題演習等
に集中できているだけでなく，授業を楽しんで
受けているように感じました。普段騒いでしま
う生徒もこうした工夫によって授業に集中でき
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ていることがわかり，先生方の生徒への態度は
とても勉強になり，このような授業を自分もで
きるようになりたいと強く思いました。
　このボランティアでの経験は非常に貴重なも
のであり，自分の成長のためにとても役立つも
のだと感じています。次にボランティアに参加
するときは友達感覚ではなく，「先生」として
生徒とコミュニケーションを取っていきたいと
思います。このような機会を与えていただき，
本当にありがとうございました。
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　私は今回，毎週水曜日の8時30分から12時
30分の間に中学校ボランティアに参加しまし
た。初めて新しい視点で中学生と接したため，
驚くことも多くありました。
　まず初めに，朝会と鴻之巣タイムを見学しま
した。そして，1限は鴻之巣タイムで行われた
テストの採点をし， 2限と3限は各授業に参加
しました。そのあとの昼休みに鴻之巣タイムの
再テストの監督をするというものでした。
　鴻之巣タイムでは多くの生徒が真剣に取り組
んでおり，毎回の採点がとても楽しみでした。
テストに「もう少しで解けそうだった！」「ど
忘れした！」などとコメントがあるときもあり，
それに合ったコメントを返すことで，生徒とコ
ミュニケーションをとれている気がして嬉しく
思いました。
　理科の授業では，自分が理科教員志望という
こともあり，これからの模擬授業などの参考に
なることばかりでした。導入のときに授業の内
容に関係する身近な生活の話などをして，生徒
に興味をわかせ，引き付けるにはいい方法であ
ると思いました。また，板書について，私は一
時間の授業で多くの板書を書いてしまうことが
ありましたが，私が見学したクラスの先生の板
書は少ない板書にポイントを押さえているよう
に感じました。
　私は主に理科と数学の授業に参加しました
が，一度だけ国語の授業に参加しました。その
ときの授業が，東京の校外学習について川柳を
書くというものでした。生徒にとって川柳を書
くということは慣れないことなので，今までの
授業以上に多くの質問が生徒から出ました。「ア
イスクリームを食べたことを書きたいんだけど
どうしよう？」「レインボーブリッヂがすごく
きれいだったことを書きたいけどあまり思いつ
かない！」などとたくさんの声がかかり，一緒
に考えました。その結果，それぞれの良い川柳
が完成したのではないかと感じました。
　昼休みに行われた鴻之巣タイムの再テストで
は，ここがよくわからないなどの質問を受け，
可能な範囲で答えました。また，再テストの後
に生徒から会話を持ちかけてくれて，話が盛り
上がることがしばしばありました。このときは
まだ，再テストの監督をする役目を担っていた
ので，生徒と雑談をしていいのかと思うことも
ありました。しかし，このように生徒から話し
かけてくれたときこそが最高のコミュニケー
ションをとることができるチャンスであると考
え，監督をするのと同時に生徒とコミュニケー
ションをとりました。
　今回の中学校ボランティアで私が主に学んだ
ことは，生徒とのコミュニケーションのとり方
です。私は生徒よりも年上なので，無意識のう
ちに「年下」というくくりで接することがある
かもしれないと思い，上からすぎないように心
がけました。そして，ボランティアの終盤にか
かると，名前を覚えてくれたり，廊下ですれ
違ったときに「次はうちのクラスにおいでよ！」
などと言ってくれたりなど嬉しく感じることが
多くありました。
　５月から７月という短い期間でありました
が，私は教師になるうえで重要な心構えや考え
方，そして生徒とコミュニケーションをとるこ
との大切さなどをこのボランティア活動から学
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ぶことができました。そして，教師という仕事
は子どもの成長を一緒に見守ることができる素
晴らしい職業であると再認識しました。だから
こそ，私はその子どもの未来をより明るくする
手伝いができる教師を目指すために，日々努力
をしていきます。
　最後に，貴重な体験をさせていただき，土沢
中学校の先生方や生徒の皆様に深く感謝いたし
ます。
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　私は5月から6月までの2 ヶ月間，土沢中学
校で初めて学校ボランティアに参加しました。
時間は毎週水曜日の午前9時30分から12時30
分までの計7回でした。活動内容として，2時間
目と3時間目の時間に，理科や数学などの授業
の補助，理科室の整理整頓，朝学習で行った小
テストの採点，昼休みには朝学習の小テストの
再テスト者の採点を行いました。
　初めのうちは，緊張していて生徒に声をかけ
ることができなかったのですが，少しずつ声を
かけることができるようになりました。そして，
授業を先生の立場で見るというのは新鮮で，今
まで気づけなかったことに気づくことができま
した。
　まず，今回のボランティアを通して感じたの
は，「自分の語彙力の無さ」でした。問題が解
けない生徒に対して教えるときに，中学生にわ
かるようにそのレベルにあった説明をしなけれ
ばならないところで私は語彙力が無く，生徒は
説明が理解できず困ったり，余計に混乱してし
まったりしてしまい，改めて生徒へ教えること
の難しさを感じました。
　そして，今回重要だと感じたのは「生徒とコ
ミュニケーションをとること」です。今回のボ
ランティアは週1の計7回という少ないもので
あったため，生徒と関わる機会が少なかったの
ですが，昼休み中の再テスト者の採点時に生徒
と話す機会があり，様々な生徒と話すことがで
きました。そのときに話した生徒が授業中に私
が近くにいると，教えてほしいと自ら声をかけ
てくれました。このときとてもうれしかったで
す。教師になったときに生徒とのコミュニケー
ションはとても大事になってくると思います。
実際，先生方の授業を見ていると生徒に問いか
け等をして，積極的に生徒とコミュニケーショ
ンをとっているほうが，生徒も授業に関心を持
ちながら授業を受けていました。そして，授業
だけではなく，休み時間でも生徒に対して声が
けをしている先生には，生徒も楽しそうに話し
ていました。生徒と先生の間によい関係をつ
くっていくには，やはり生徒と積極的に話して
いくこと，そしてそのためのコミュニケーショ
ン力が大切であると感じました。
　今回ボランティアを通して貴重な経験をする
ことができました。今回気づくことができたこ
とを忘れず，自分に足りないと感じた点をこれ
からしっかりと改善していきたいと思います。
そして，今後も先生の立場に立つことで気づけ
ることを学んでいきたいと思います。
　最後に，土沢中学校の皆様，貴重な経験と時
間をありがとうございました。今後もボラン
ティアに参加していきたいと考えていますの
で，その際はよろしくお願いいたします。
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　私は5月から7月にかけて土沢中学校で月曜
日の放課後学習会と，木曜日の授業補佐を数回
ずつさせていただきました。放課後学習会では，
用意された数学のプリントに取り組んでいる2，
3年生に分からないところの指導や丸付けを行
いました。授業補佐では主に， 1年生の数学の
??????
???????????????? ?? ?????? ? ?? ? ?? ??
授業に入らせていただき，先生の授業展開を見
させていただいたとともに問題演習の際には分
からない生徒の手助けを行いました。
　放課後学習会と授業補佐ではやったことは全
く違いますが､共通して感じたことがありまし
た｡それは数学の得意な生徒と苦手な生徒の違
いです｡得意な生徒は積極的な人が多く，分か
らないことがあると聞いてきてくれます｡それ
に対して苦手な生徒は少し控えめで､分からな
いことがあってもなかなか分からないと言えず
にいることが多いように思いました｡今回のボ
ランティアでも，演習の時間なのに解くのをや
めてお喋りなど違うことをし始めたので，集中
力が切れてしまったのではないかと思って見て
いると実際は問題がよく分からずにいたという
場面が何度かありました｡また，分かる生徒は
答えが分かるとすぐに声に出してしまうことが
多いように思いました｡その分かる生徒に合わ
せて授業を進めていくと分からない生徒はただ
ひたすらに板書を写すだけで､授業に参加でき
なくなる｡演習の際にもどんどん答えが言われ
てしまうので､自分で考えることもなく､答え
を写しているだけになっている生徒が見受けら
れました｡
　机間指導や放課後学習会のような場面ではこ
ちらから声をかけていくことで解決できると思
いますが､様々な生徒がいる実際の集団での授
業ではそうはいかないことが多いと思います｡
分からない生徒に合わせて授業を行うと分かる
生徒は退屈してしまうし､分かる生徒に合わせ
て授業を行うと分からない生徒は置いていかれ
てしまう｡様々な生徒がいるなかでどこに基準
を合わせて進めていくかというのが､集団授業
を行う上での難しい点だなと感じました。分か
らない生徒のために簡単にして教えるのではな
く，その生徒が分からない原因が何なのかを考
え，それに応じた授業を行っていくことで，み
んなが同じくらいのレベルとなれるのがいいな
と思いました。
　授業を見させていただいて一番印象的だった
のは，授業が会話のように進められていたこと
です｡たくさんの発問により，先生と生徒たち
がきちんと言葉のキャッチボールをしている状
態だったので，みんなが参加出来ており，みん
ながやる気を持って臨めていた授業でした｡
　そういうように数学の好きな生徒も嫌いな生
徒も､得意な生徒も苦手な生徒も全ての生徒が
参加できる授業ができる先生になりたいと思い
ました｡
　今回，中学校でボランティア活動をさせてい
ただいたことは，教師を目指している私にとっ
て多くのものを学ぶことができ，大変意味深い
ものとなりました。この経験を生かして教師へ
の道を邁進していきたいと思います。
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　今回私は土沢中学校と曽屋高校へ学校ボラン
ティアに行き，土沢中学校では5月12・19日と
6月16日の3日間，16：00 ～ 17：00に2年生と
3年生の放課後ボランティアとして数学の補習
を行いました。また曽屋高校では毎週火曜日の
15：40 ～ 16：40に1年生と2年生の数学の補
習を行いました。
　今回は今までとは異なり授業中のボランティ
アというわけではなく，どちらの学校も放課後
の活動ということで，生徒の実態がどのように
なっているかを見ることに重点を置き，コミュ
ニケーションを図りながら活動を行いました。
　以前にも土沢中学校ではお世話になっていま
したが，今回は授業に入るのではなく，どちら
かといえば塾のような形式で行いました。その
分，授業では見ることのできなかった生徒の一
面をよく見ることができ，一人ひとりの性格や
やる気，またどのような場面で手が止まりやす
いのかを見ることができました。さらにコミュ
ニケーションをとることも授業ではなかなかし
にくいところですが，今回はそれぞれのペース
で行える分，質問が出やすく，それに対して会
話を膨らませることができたのでとてもいい経
験になりました。生徒の中には本来は誰よりも
はやく問題を解くことができる生徒がいたので
すが，今回思った以上に苦戦してしまったよう
で，どんどん焦りが見えました。このときにど
のように声をかけるべきか，むしろ声をかけず
に見守っておくべきなのかがとても悩むところ
でした。
　また，今回初めて曽屋高校にお世話になりま
した。人数的には生徒3名，テスト前に集中し
て15名程度での活動となりましたが，自分が
勉強したいところを中心に行わせ，わからない
ことがあったら質問するという流れで行いまし
た。私は過去に小学校・中学校の学校ボラン
ティアを行ってきましたが，それらと比較した
ときに高校生は自主的に活動ができると感じま
した。また，分からない点があれば，まずは自
力で取り組み，それから質問するという様子で
した。さらには，2・3年後には大学受験を控え
ているということから，理系・文系の内容など
の話もしました。しかしながら，2年の生徒が「1
年生の内容は覚えていないと駄目なのか」とい
う質問や1年の生徒も同様に「テスト終わって
も覚えていた方がいいのか」という質問には正
直なんとも言えない虚しさがありました。
　様々な学校ボランティアの経験を通じて，校
種によって生徒の表情や表現力などには多少の
違いはありましたが，それでも生徒をしっかり
と見ていれば，今どのような心境で問題に取り
組んでいるのか，面倒だと感じているのか，そ
れとも楽しいのかなど純粋に伝わってくるもの
だと感じました。だからこそ，普段から生徒と
よく関わり，決して上辺だけで判断することな
く，生徒一人ひとりの表情や会話などから本質
をしっかりと見ていく必要があるのではないか
と思いました。また，問題に対して質問をされ
た際にも，ただ解法をすぐに教えてしまうので
はなく，生徒自身の力を最大限に引き出し，生
徒に問題に対する意欲と自信をつけさせていく
ことができるような指導をしていけるような技
量をつけていきたいと思いました。授業力向上
だけでなく，生徒のちょっとした変化を見逃さ
ずに気づいていくことのできる教師になりたい
という気持ちになることができました。
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　今回は，土沢中学校の放課後学習の活動と曽
屋高校の曽屋塾に参加させていただきました。
土沢中学校では3年生を中心に数学の学習支援
を2回させていただき， 2年前に教えていた頃
は1年生だった生徒たちの変化に感動しまし
た。秦野曽屋高校では5月の末から毎週火曜日
と木曜日に，曽屋塾の講師として活動させてい
ただきました。曽屋塾は有志の生徒が放課後に
15:45 ～ 16:45の1時間，自主的な学びの支援
を目指し活動してきました。学年も科目も異な
るニーズに応えるのが大半でした。今期の活動
ではそれぞれの学校で感動と課題に直面しまし
た。
　今回の活動では，私の理想を実現するために
はなかなか難しいと感じました。そのために，
より経験や知識を積まなくてはいけないと机上
の空論などではなく，切実に体験させていただ
きました。また，成長の裏には努力して評価さ
れる方法は１通りではないこと，同時に気持を
育てることの大切さについて勉強させていただ
きました。
　【土沢中学校　～評価の在り方～】
　土沢中学校では1年生のときに土曜日補習で
一緒に勉強していた生徒が，友人から「○○は
数学得意じゃん！」と言われている姿がありま
した。1年生のときは「数学好きじゃない」な
どと言っていた生徒がサラサラと手を動かして
問題に取り組み，さらに友人に教えている姿に
成長を感じて口が緩んでしまいました。しか
し，その反面“出来る生徒”への嫉妬のような
言葉も聞こえてきました。数学が分かるように
なって欲しいという思いと，それによって生じ
てしまう歪みについて，どのように指導するべ
きか考えさせられました。1年生から3年生の
今に至るまでの努力が，他の人には疎まれてし
まう。本来なら，一緒に変化を喜んだり，競っ
て向上しようとしたりと切磋琢磨する関係を築
いて欲しいところでしたが，裏目に出てしまい
ました。おそらく，こういったことは中学校に
限らず何処ででも起こりうる課題で，ここには
数学だけに留まらず，道徳的教育の必要性も同
時に含まれているのではないかという問題にぶ
つかりました。
　
【曽屋高校　～理想はあくまで理想～】
　曽屋塾では初めて5人以上の人数を対象にす
ることになり，緊張と不安でいっぱいでしたが
生徒に「先生，先生！これ分かんない！」とい
う言葉で迎え入れていただきました。このよう
に始まった活動の中で，最も留意したことは
「個々に合わせた対応」ということでした。1
時間の中で，全体に等しく関わり，必要な支援
を行うことは非常に難しいものでした。有志の
生徒とはいえ，クラスはもちろん学年，普段一
緒にいるグループも違う生徒は質問出来る生徒
と，そうでない生徒が自由に座っている状態で
した。おそらく1クラスを縮尺したような状態
でした。教室内の歩き方や立ち位置を考え，質
問を進んでする生徒からは少し距離があっても
声をかけてくれるので，手を挙げるのが難しい
生徒の後ろを回るようにしました。反対に手を
挙げられる生徒との距離ができてしまったよう
に思いましたが，曽屋塾の前後には笑顔で話し
かけてくれ，その笑顔に“個々に合った対応”
と“自主性の促進”について考えさせられまし
た。“どの生徒にも同じように，必要とされる
ことに応えたい。自分から勉強しに来ている気
持を育てたい。”自分のやっている事と，ずっ
と思い描いていた理想にギャップを感じ自分の
技術の未熟さを痛感しました。
　今期までの活動で毎回新しいことを見つけ，
考えさせられてきました。しかし，決定的に教
師としての欠点にぶつかっている今，残りの半
期間をかけて埋めていきたいと思っています。
